
数字で見る被災地
①がれき処理状況
②県外避難者数（８月２日との比較）

今
年
度
当
初
予
算
比
38
％
増

避
難
指
示
解
除
準
備
区
域　

２
年
後
に
帰
還
へ

業
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
、

木
質
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
関
心

は
自
治
体
か
ら
民
間
に
も

広
が
り
つ
つ
あ
る
。

　

住
田
町
の
挑
戦
を
支
援
す

る
団
体
も
あ
る
。
森
林
保
全

団
体
「m

ore trees

」
は
昨

年
３
月
に
東
日
本
大
震
災
か

岩手県
①８１．０万トン
 （２０．５％）

②１５９３人
 （＋１２人）

宮城県
① ３３０．８万トン
 （２７．６％）
②８２５１人
 （－１６９人）
福島県
① ３０．０万トン
 （１４．５％）
② ６００４７人
 （－８３１人）

※①８月３１日現在、環境省　②９月６日
現在、復興庁

　

復
興
庁
は
、
今
年
２
月
の
発
足
後
初
と
な
る
来
年
度
予
算
の
概
算
要
求
を
発
表
し
た
。

各
自
治
体
へ
の
復
興
交
付
金
や
他
省
庁
実
施
の
復
興
事
業
費
を
含
め
総
額
２
兆
８
２
３
０

億
円
が
計
上
さ
れ
、
今
年
度
の
当
初
予
算
か
ら
３
８
・
２
％
増
と
な
っ
た
。

復
興
交
付
金
や

イ
ン
フ
ラ
復
旧
予
算
が
倍
増

官
民
一
体
と
な
り

迅
速
な
復
興
を

　

国
土
の
約
７
割
が

森
林
に
覆
わ
れ
「
先

進
国
屈
指
の
森
林
国
」

と
言
わ
れ
る
日
本
。

高
温
多
湿
の
環
境
で

育
っ
た
日
本
の
木
材
は

住
宅
等
に
利
用
さ
れ

親
し
ま
れ
て
き
た
が
、

昨
今
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
分

野
で
も
利
用
が
進
む
。

　

岩
手
県
住
田
町
は
、

資
源
の
活
用
先
の
一
つ

に
再
生
可
能
エ
ネ
ル

　

復
興
庁
は
４
日
、
原
発
事
故

で
避
難
指
示
の
出
て
い
る
福
島

県
内
12
市
町
村
に
お
け
る
、
復

興
の
あ
り
方
を
示
し
た
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
を
発
表
し
た
。
対

象
地
域
は
、
双
葉
郡
８
町
村
と

田
村
市
、
南
相
馬
市
、
川
俣
町

お
よ
び
飯
館
村
。

　

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
は
、
２
年
後

（
短
期
）、
５
年
後
（
中
期
）、
10
年

後
以
降
（
長
期
）
と
３
段
階
に
分

け
て
示
さ
れ
た
。
短
期
的
な
目
標

と
し
て
は
、
放
射
線
量
の
比
較
的

低
い
避
難
指
示
解
除
準
備
区
域
に

お
い
て
除
染
や
イ
ン
フ
ラ
復
旧
を

行
い
、
２
年
後
を
目
安
に
当
該
地

域
の
住
民
が
本
格
的
な
生
活
再
建

に
取
り
組
む
環
境
を
構
築
す
る
と

明
記
さ
れ
た
。

　

中
期
的
に
行
っ
て
い
く
産
業
の
再

生
・
雇
用
創
出
の
た
め
の
取
組
と

ギ
ー
を
選
択
、
教
育
機
関

に
木
質
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

使
っ
た
床
暖
房
を
導
入
す

る
な
ど
、
地
元
木
材
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
分
野
で
の
活
用

を
促
進
し
て
い
た
。
今
回

の
震
災
で
沿
岸
部
の
木
材

流
通
業
者
が
被
災
、
産

し
て
は
、
新
規
投
資
の
促
進
や
就

労
支
援
を
行
う
「
産
業
振
興
・
雇

用
促
進
プ
ラ
ン
」、
お
よ
び
農
地
除

染
や
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
風
評

被
害
対
策
を
行
う
「
農
林
水
産
業

再
生
プ
ラ
ン
」
が
設
定
さ
れ
た
。

　

今
後
国
は
、
こ
の
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
を
元
に
、
解
除
区
域
を
対

象
に
具
体
的
な
取
組
や
時
期
を

記
載
し
た
「
避
難
解
除
等
区
域

復
興
再
生
計
画
」
を
作
成
す
る
。

ら
の
復
興
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「Life311
」
を
設
立
、
岩
手
県

住
田
町
の
支
援
を
決
め
た
。
12

年
９
月
現
在
で
約
１
億
６
０
０

０
万
円
の
寄
付
を
集
め
、
木
造

仮
設
住
宅
の
建
設
に
加
え
、
木

質
燃
料
を
利
用
す
る
ペ
レ
ッ
ト

ス
ト
ー
ブ
を
配
給
し
た
。

　

木
材
を
使
っ
た
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
取
組
み
は
、

林
業
の
新
し
い
活
路
と
な
る

の
だ
ろ
う
か
。【
４
・
５
面
の

特
集
へ
】

福
島
県
復
興
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
発
表

あ
て
ら
れ
る
復
興
交
付
金
に

５
８
２
７
億
円
、
生
活
支
援

金
等
の
被
災
者
支
援
に
２
０

７
３
億
円
、
イ
ン
フ
ラ
復
旧

お
よ
び
が
れ
き
処
理
に
１
兆

　

概
算
要
求
の
主
な
内
訳
は
、

主
に
被
災
者
の
生
活
再
建
に

１
６
９
１
億
円
、
産
業
振

興
・
雇
用
確
保
に
１
２
７
５

億
円
、
原
子
力
災
害
か
ら
の

復
興
・
再
生
に
７
２
５
１
億

円
と
な
っ
た
。

　

今
年
度
当
初
予
算
と
の
比
較

で
は
、
復
興
交
付
金
が
約
２
倍
、

海
岸
堤
防
や
農
地
関
連
、
上

下
水
道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
復
旧

事
項
が
約
２
・
６
倍
へ
増
加
し

た
ほ
か
、
雇
用
確
保
の
た
め
の

緊
急
雇
用
対
応
事
業
に
お
い
て
、

実
施
期
間
の
延
長
の
た
め
に
新

た
に
５
０
０
億
円
が
割
り
当
て

ら
れ
た
。

　

７
月
13
日
に
福
島
復
興
再

生
基
本
方
針
が
閣
議
決
定
さ

れ
た
原
子
力
災
害
関
連
で
は
、

福
島
県
や
自
治
体
か
ら
の
要
望

を
踏
ま
え
ら
れ
た
。
予
算
の
大

半
は
除
染
お
よ
び
廃
棄
物
処

理
に
当
て
ら
れ
た
が
、
研
究
開

発
拠
点
等
の
整
備
（
３
８
０

億
円
）
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
支
援
（
１
４
５
億
円
）、

風
評
被
害
対
策
（
30
億
円
）

な
ど
も
計
上
さ
れ
た
。

　

復
興
庁
は
概
算
要
求
に
係
る

方
針
と
し
て
、
被
災
地
の
課
題

を
「
イ
ン
フ
ラ
等
の
復
旧
・
復

興
」「
産
業
の
振
興
と
雇
用
の

確
保
」「
心
の
ケ
ア
な
ど
被
災

者
の
支
援
」「
福
島
の
復
興
再

生
」
と
し
た
上
で
、
そ
の
解
決

に
「
民
間
の
力
を
積
極
的
に
活

用
」
す
る
と
明
記
し
た
。

　

先
日
復
興
庁
予
算
の
一
部
が

未
使
用
と
な
っ
た
報
道
が
な
さ

れ
た
通
り
、
莫
大
な
復
興
予
算

に
見
合
う
事
業
の
迅
速
な
実
施

は
重
要
か
つ
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
復
興
庁
直
接
事

業
予
算
と
し
て
、
今
年
度
に
引

き
続
き
東
日
本
大
震
災
復
興

調
整
費
が
計
上
さ
れ
、「
柔
軟

な
発
想
に
基
づ
く
復
興
を
支

援
」
す
る
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。

縦
割
り
体
質
か
ら
脱
却
し
、

迅
速
か
つ
柔
軟
に
官
民
が
連
携

す
る
こ
と
で
、
割
り
振
ら
れ
た

予
算
を
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
有

効
に
使
い
、
復
興
の
力
強
い
後

押
し
に
し
て
い
き
た
い
。

林
業
の
新
た
な
活
路
と
な
る
か

岩
手
県
住
田
町
の
挑
戦

2013 年度要求額
（単位：億円）区　分

（1） 東日本大震災復興交付金 5,827
（2） 東日本大震災復興調整費 25
（3） 福島避難解除等区域生活環境整備事業 24
（4） 復興特区支援利子補給金 11
（5） 復興庁一般行政経費等 53
（6） 復興関係事業費の一括計上 22,290

2,073
926
648
177

① 被災者支援
・被災者生活再建支援金 
・応急仮設住宅
・就学支援

11,691
6,897
3,413
1,373

② まちの復旧・復興
・災害復旧事業
・復興関係公共事業
・廃棄物処理

1,275
556
371
66

③ 産業の振興・雇用の確保
・雇用の確保
・農林水産業への支援
・中小企業への支援

7,251
6,520
380
30

④ 原子力災害からの復興・再生
・除染等
・研究開発拠点等整備
・風評被害対策

76・心のケア

2013 年度復興庁予算概算要求総表
（東日本大震災復興特別会計）

（6）の主な内訳

復興庁

来
年
度
概
算
要
求
２
兆
８
２
３
０
億
円

地元木材を
エネルギーに

①地域の生活環境の改善
除染措置、公共サービス提供、インフラ復旧など

②帰還する被災者及び長期避難者の生活再建の支援
安定的な居住環境や就労の確保

③地域の経済とコミュニティの再生
就労確保、産業・教育機能の集積、コミュニティ再生など

基本姿勢として示された３つの取組

１6
２０１2年（平成 24 年）9月 24 日　月曜日

（1） ２０１２年（平成 24 年）9月 24 日 月曜日（復興 563 日目）　　東　北　復　興　新　聞（http://www.rise-tohoku.jp/）　　第 16号　

第     号被災地復興に取り組む人のための業界新聞
http://www.rise-tohoku.jp/

〒151-0053  東京都渋谷区代々木  2-10-9-8Ｆ
http://www.h-u-g.jp　e-mail: info@h-u-g.jp

発行所　NPO 法人 HUG 月２回  発行
創刊 　２０１２年（平成24年）１月１６日 月曜日

無  

料



●平成２５年度 年賀寄附金
配分団体の公募
【概要】助成には各種の枠を設定。一般枠
として（１）公益活動を行う団体の、福祉・
人材育成・普及啓発・イベント又は新規事
業等の“活動 ”を支援する「活動・一般プ
ログラム」および「活動・チャレンジプログ
ラム」。（２）団体の事業をより効率的・効果的に実施するため
に必要な“物資購入等”を支援する「施設改修」、「機器購入」、
および「車両購入」。特別枠として、東日本大震災の復興を支
援する活動。対象事業の詳細はホームページの資料を参照。
【助成金額】１件あたり上限５００万円　※チャレンジプログラ
ムは上限５０万円（ただし４年間継続受給可）
【応募方法】申請書をホームページからダウンロードし記入、そ
の他応募枠に応じた資料をつけ、事務局へ郵送。
【応募締切】１１月３０日（金）当日消印有効
【ＨＰ】 http://www.post.japanpost.jp/kifu/　日本郵政、日本郵便
のホームページにも掲載。

●国際交流基金日米センター
「公募助成プログラム」日米共同プロジェクト支援
日米共同プロジェクト支援【対象事業】日米の団体（ＮＰＯ、大学、
シンクタンク等）が共同して実施する知的・実践的な取り組みで、
国内外を問わず公共的な意義を持つ政策指向型事業。
【要件】日本側申請団体については米国に協力団体があること。
その他要件はホームページにある資料を参照。
【助成金額】事業の直接経費と、一部の間接経費。総事業費
の80％未満まで。
【応募方法】事前に事業概要を簡潔にまとめたコンセプト・ペー
パーの提出が必要。申請は、ホームページからダウンロードし
た申請書をはじめ予算や経歴などを作成し郵送。
【応募締切】１２月３日（月）※コンセプト・ペーパーは１０月３
日まで。
【ＨＰ】 http://www.jpf.go.jp/cgp/grant/index.html　

●公益社団法人企業メセナ協議会
「芸術・文化による震災復興支援ファンド」（第7回）
【対象】1） 被災者・被災地を応援する目的で行われる芸術・文
化活動（表現方法・形態は問いません）
a. 被災者の心身のケアにつながると思われるもの
b. 震災や被災地に関連するテーマのもの
2） 被災地の有形無形の文化資源を再生していく活動
a. 被災地での芸術・文化活動の再開およびそのために必要とさ
れる調査や情報集配、設備等の環境整備にかかわる活動
b. 震災により継承が困難となった伝統芸能や伝統工芸、祭事
など被災地固有の活動
c. 震災により損壊した芸術作品や文化財、歴史的建造物、文化
施設等の修復
3） その他、当ファンドの目的に合致すると判断される活動
【助成金額】当ファンドの総額に照らしつつ、選考の都度、助
成金額の総額を定め、採択件数および助成金額を検討（ひと
つの活動につき、原則上限50万円）
【応募方法】HPより申請書をダウンロードし、ご記入のうえ、メー
ル添付あるいは郵送（当日消印有効）。
【応募締切】10月26日（金）　当日消印有効
【HP】http://arts-fukkou.blogspot.jp/p/blog-page_4.html

　

公
益
財
団
法
人
総
合
研
究
開

発
機
構
（
以
下
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
）
は
８

月
、
東
日
本
大
震
災
の
復
旧･

復
興
状
況
を
表
す｢

東
日
本
大

震
災
復
旧･ 

復
興
イ
ン
デ
ッ
ク
ス

｣

を
発
表
し
た
。
本
イ
ン
デ
ッ
ク

ス
は
、
生
活
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
度

を
示
す
「
生
活
基
盤
の
復
旧
状

況
」
指
数
と
、
被
災
し
た
人
々
や

地
域
の
生
産･ 

消
費･

流
通
状

況
を
示
す
「
人
々
の
活
動
状
況
」

指
数
で
構
成
さ
れ
、
３
カ
月
ご
と

に
更
新
・
発
表
さ
れ
て
き
た
。
今

回
発
表
さ
れ
た
３
月
段
階
で
の

指
数
を
も
と
に
、
現
状
と
今
後
の

課
題
を
伺
っ
た
。

　
　

一
部
指
標
に 

 

　

１
年
間
改
善
な
し

　

生
活
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
度
を
示

す
「
生
活
基
盤
の
復
旧
状
況
」
は
、

震
災
前
を
１
０
０
と
し
て
岩
手

県
で
84
・
３
、
宮
城
県
で
8
・
９
、

福
島
県
で
77
・
３
と
、
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
事
故
の
影
響
で

復
旧
活
動
に
制
約
が
あ
る
福
島

県
を
除
い
て
は
、
８
割
以
上
改
善

し
て
い
る
。
同
指
数
を
構
成
す
る

17
の
指
標
を
見
る
と
、「
避
難
所

避
難
者
数
」「
電
力
復
旧
度
」「
ガ

ス
復
旧
度
」
は
３
県
と
も
１
０
０

に
、「
道
路
復
旧
度
」「
他
自
治
体

か
ら
の
支
援
」「
コ
ン
ビ
ニ
店
舗

数
」
も
90
以
上
と
な
っ
て
お
り
、

生
活
を
支
え
る
最
低
限
の
イ
ン
フ

ラ
は
整
い
つ
つ
あ
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
。

　

一
方
、
低
調
な
指
標
も
あ
る
。

企
業
の
被
害
額
に
対
す
る
民
間

金
融
機
関
の
貸
出
金
を
表
す

「
貸
出
金
」
は
岩
手
県
で
31
・
４
、

宮
城
県
で
29
・
０
、
福
島
県
で

20
・
８
と
、
こ
の
１
年
間
で
最
も

伸
び
た
宮
城
県
で
も
７
・
９
ポ
イ

ン
ト
し
か
改
善
し
て
い
な
い
。

　

も
ち
ろ
ん
、
電
気
・
水
道
な
ど

の
生
活
イ
ン
フ
ラ
が
ほ
ぼ
整
備
さ

れ
た
い
ま
、
本
格
復
興
に
先
だ
つ

本
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
が
多
少
な
が
ら

も
改
善
し
て
い
る
点
に
は
、一
定
の

評
価
と
期
待
も
で
き
る
。
し
か
し
、

同
じ
く
低
調
に
推
移
す
る
「
瓦

礫
処
理
率
（
三
県
と
も
10
未
満
）」

や
「
鉄
道
復
旧
度
（
県
に
よ
り
５

割
か
ら
７
割
程
度
）」
は
、
処
理

施
設
の
建
設
や
地
域
の
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
に
伴
っ
た
改
善
が
見
込

め
る
一
方
で
、「
貸
出
金
」
を
大
き

く
伸
ば
す
要
因
や
施
策
は
現
状

見
い
だ
せ
て
い
な
い
。
江
川
暁
夫

主
任
研
究
員
は
「
数
値
の
低
さ

よ
り
、
こ
の
１
年
で
大
き
な
改
善

が
見
ら
れ
な
い
こ
と
が
問
題
」
と

す
る
。

　

公
共
投
資
が
消
費
を
牽
引  

　
生
産
活
動
の
底
上
げ
が
必
要

　
「
人
々
の
活
動
状
況
」
指
数
は
、

被
災
し
た
人
々
や
そ
の
地
域
の

生
産･ 

消
費･

流
通
状
況
を
示

す
12
の
指
標
で
構
成
さ
れ
る
。
本

指
数
は
こ
の
１
年
で
緩
や
か
に
改

善
し
つ
つ
あ
る
が
、
同
じ
く
背
景

に
は
課
題
も
見
え
る
。

　

消
費
活
動
を
示
す
指
標
の
ひ

と
つ
で
あ
る
「
青
果
物
卸
売
市
場

取
引
量
」
は
昨
年
段
階
で
震
災

前
水
準
を
回
復
、
ま
た
同
じ
く

「
大
型
小
売
店
販
売
額
」
も
岩
手

県
で
横
ば
い
の
動
き
が
続
い
て
い

る
も
の
の
、
宮
城
県
・
福
島
県
で

は
震
災
前
水
準
に
戻
っ
て
い
る
。

２
指
標
か
ら
の
限
定
的
な
判
断

で
は
あ
る
が
、
消
費
水
準
は
概
ね

震
災
前
の
水
準
に
回
復
し
つ
つ
あ

政策
宮城県、水産特区申請へ
宮城県は、漁業参入を促す目
的で漁業権を民間企業に開放
する水産特区を年内にも政府
に申請する意向を表明した。

福島県、再生エネルギー基金設立
福島県は、再生可能エネルギー
の研究、開発企業を助成する
３０億円規模の基金を来年度
に設立する方針を表明した。

産業復興
オリックス、９市町にホテル建設
オリックスは、岩手、宮城両県
９市町に、来春までに計１０棟
のホテルを建設する方針。従
業員２５０名の雇用も見込む。

生活・まちづくり
亘理町、災害住宅４７０戸整備へ
宮城県亘理町は、災害危険区
域外の住民に向けて、計４７０
戸の災害公営住宅を整備する
方針を示した。

女川町２地区、区画整理を認可
宮城県は、県内女川町の荒立、
陸上競技跡地両地区において
区画整理事業を認可した。今
年度中に着工予定。

宮城県内、２３地区へ集団移転 
宮城県気仙沼市など４市町が
２３地区へ集団移転する事業
を含む復興計画が復興整備協
議会に認められた。

漁業
新おおつち漁協、水揚げ再開
岩手県大槌町で今年の３月に
設立した新おおつち漁協は、
５日に定置網漁を再開した。
大槌町で本格的な定置網漁の
実施は今季初。

岩手県全１３魚市場復活
岩手県宮古市の田老魚市場が
９月１日に業務を再開し、これ
により岩手県内１３の魚市場す
べてが復活した。

原発・放射能
核の廃棄白紙へ　学術学会提言
学術会議は、国が決めた放射
性廃棄物の地層処分について、
白紙を覚悟とした見直しを国
へ求めた。

福島県民の遺伝情報を調査
国は、原発事故による人体へ
の放射線の影響を調べるた
め、福島県民対象の遺伝子情
報調査を今年度から実施する
ことを決めた。

大熊町、第１次復興案まとまる
福島県大熊町は、２９日、５
～１０年後の計画を示す第１次
復興案をまとめ、その中で今
後５年間は帰町しない方針を
明らかにした。

放射能簡易分析装置、配備完了
福島県と国は、自家消費野菜
や飲用井戸水などの測定に利
用する放射能簡易分析装置計
５１８台を５９市町へ配備した。

その他
民間８社、震災のネット情報分析
グーグルなど民間８社は、震
災発生時にネット上に流れた
避難、停電等の情報を分析す
る共同事業開始を発表した。

大槌町へ弁護士派遣
大槌町は、復興が進む中で、
法律問題が増加することを想定
し、岩手弁護士会と弁護士を
無料で派遣する協定を結んだ。

都
か
ら
被
災
地
へ

職
員
派
遣
47
名

被
災
自
治
体
職
員

不
足
解
消
へ
奔
走

８月２４日～９月１１日

　

18
日
、
東
京
都
が
採
用
し

た
任
期
付
き
技
術
系
職
員
47

名
が
、
岩
手
、
宮
城
、
福
島

３
県
に
派
遣
さ
れ
業
務
を
開

始
し
た
。
東
京
都
が
４
月
よ

り
公
募
し
て
い
た
も
の
で
、

定
員
の
約
５
倍
に
あ
た
る
２

０
３
名
か
ら
応
募
が
あ
っ
た
。

任
期
は
今
年
９
月
よ
り
来
年

８
月
ま
で
の
原
則
１
年
間
だ

が
、
派
遣
先
自
治
体
の
業
務

状
況
に
よ
り
最
長
５
年
間
ま

で
延
長
さ
れ
る
。

　

被
災
自
治
体
に
お
け
る
復

興
業
務
に
係
る
職
員
の
不
足

は
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
岩

手
県
と
宮
城
県
も
そ
れ
ぞ
れ

１
４
７
名
、
１
２
９
名
の
任

期
付
職
員
を
募
集
し
て
い
た
。

ま
た
岩
手
県
は
並
行
し
て
外

部
と
の
交
流
促
進
を
目
的
と

し
た
「
い
わ
て
復
興
応
援
隊
」

の
募
集
を
し
て
お
り
、
10
日

に
14
名
の
採
用
内
定
を
発
表

し
て
い
る
。

　

総
務
省
は
他
自
治
体
か
ら

の
応
援
職
員
の
派
遣
を
行
っ

て
き
た
。
７
日
に
さ
れ
た
共

同
通
信
の
発
表
に
よ
る
と
派

遣
実
績
は
３
１
８
名
と
、
各

自
治
体
か
ら
の
要
望
数
の
３

割
強
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　

今
後
復
興
業
務
が
本
格
化

し
て
い
く
中
、
継
続
し
た
自

治
体
へ
の
サ
ポ
ー
ト
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ　

復
旧･ 

復
興
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
発
表

る
と
言
え
る
。

　

Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
は
こ
の
背
景
を
「
公

共
投
資
の
増
加
に
あ
る
」
と
分
析

す
る
。「
公
共
工
事
請
負
金
額
」

は
３
県
と
も
震
災
前
水
準
に
回

復
し
て
お
り
、
連
動
し
て
「
有
効

求
職
者
数
」
も
改
善
し
て
い
る
。

こ
れ
が
地
域
の
消
費
を
押
し
上
げ

た
と
推
察
す
る
。

　

課
題
は
生
産
面
に
あ
る
。
製

造
業
の
生
産
活
動
を
表
す
「
鉱

工
業
生
産
指
数
」、
そ
し
て
沿
岸

部
の
主
力
産
業
で
あ
る
水
産
業

の
活
況
度
を
示
す
「
水
揚
量
」
と

も
に
、
依
然
と
し
て
震
災
前
水
準

を
満
た
し
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、

東
北
に
あ
っ
た
大
手
生
産
拠
点
の

移
転
や
閉
鎖
、
さ
ら
に
は
福
島
第

一
原
発
事
故
の
影
響
で
福
島
県
で

は
近
海
漁
業
が
再
開
で
き
て
お

ら
ず
、
そ
の
先
行
き
は
い
ま
だ
不

透
明
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。つ

ま
り
、一
見
回
復
し
つ
つ
あ
る
消

費
動
向
は
公
共
投
資
に
よ
る
一
時

的
な
雇
用
に
支
え
ら
れ
て
お
り
、

生
活
基
盤
は
概
ね
改
善　

産
業
基
盤
の
復
旧
・
復
興
を

Ｑ
被
災
ロ
ー
ン
減
免
制
度
の

普
及
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す

　

震
災
当
時
、
宮
古
市
内

の
法
律
事
務
所
で
執
務
し
て

い
た
私
は
、
震
災
の
一
週
間

後
か
ら
避
難
所
を
訪
ね
て
法

律
相
談
を
実
施
し
ま

し
た
。
一
番
辛
か
っ

た
の
は
「
家
が
流
れ

て
も
ロ
ー
ン
は
な
く

な
ら
な
い
」
と
伝
え

な
く
て
は
な
ら
な

か
っ
た
こ
と
。
こ
れ
が
私
の

出
発
点
で
す
。

　

以
来
、
ロ
ー
ン
を
減
免
す

る
制
度
の
提
案
か
ら
、
制
度

の
運
用
開
始
後
は
運
用
面
の

改
善
や
周
知
と
様
々
な
場

面
に
お
い
て
被
災
地
目
線
で

活
動
し
て
き
ま
し
た
。

Ｑ
同
制
度
の
利
用
が
低
調

な
原
因
を
ど
う
見
ま
す
か
？

　

ま
ず
運
用
当
初
は
、
仮

設
住
宅
在
住
者
の
制
度
利

用
に
制
限
が
あ
っ
た
り
、
手

元
に
残
せ
る
現
預
金
の
額
が

不
明
確
だ
っ
た
り
と
、
運
用

面
の
課
題
が
多
数
あ
り
ま
し

た
。「
使
え
る
」
制
度
に
す

る
た
め
に
時
間
が
か
か
っ
た

の
で
す
。

　

そ
の
後
も
利
用
が
進
ま
な

い
原
因
は
被
災
者
へ
の
周
知

不
足
で
す
。
特
に
金
融
機
関

に
よ
る
説
明
が
不
足
し
て
い

る
こ
と
が
大
き
な
問
題
で
す
。

震
災
後
１
年
間
で
少
な
く
と

も
、
５
０
０
０
名
を
越
え

る
被
災
者
が
住
宅
ロ
ー
ン
の

条
件
変
更
契
約
を
金
融
機

関
と
締
結
し
て
い
ま
す
。
こ

の
制
度
に
よ
り
減
免
を
受
け

ら
れ
る
被
災
者
の
方
が
、
そ

れ
を
知
ら
さ
れ
ず
に
ロ
ー
ン

の
返
済
を
続
け
て
い
る
ケ
ー

ス
が
数
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

被
災
ロ
ー
ン
減
免
制
度

説
明
動
画
１
万
人
に
見
て
も
ら
い
た
い

金
融
機
関
は
社
会
的
責
任

を
果
た
さ
な
か
っ
た
と
言
う

し
か
な
い
で
し
ょ
う
。

　

今
年
の
７
月
に
は
、
現
状

を
問
題
視
し
た
金
融
庁
か

ら
金
融
機
関
に
通
知
も
さ
れ

て
い
ま
す
。
金
融
機
関
は
さ

か
の
ぼ
っ
て
で
も
、
ロ
ー
ン

減
免
制
度
の
周
知
を
徹
底
す

る
べ
き
で
す
。

Ｑ
周
知
に
お
い
て
重
要
な
事

は
な
ん
で
し
ょ
う
？ 

　

こ
う
し
た
制
度
は
非
常
に

複
雑
な
部
分
も
多
く
、
い
か

に
伝
え
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
に

な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
こ
の

制
度
の
正
式
名
称
は
「
個
人

版
私
的
整
理
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
で
す
が
、
こ
れ
で
は
被

災
者
に
は
何
も
伝
わ
り
ま
せ

ん
。
そ
こ

で
日
本
弁

護
士
連
合

会
で
は
、

制
度
の
通

称

名

を

「
被
災
ロ
ー
ン
減
免
制
度
」

と
し
ま
し
た
。

　

同
様
に
分
か
り
易
さ
の
追

求
と
し
て
、
制
度
の
紹
介
動

画
を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
の

動
画
は
仕
組
み
を
15
分
程
度

で
説
明
す
る
も
の
で
、
県
境

を
越
え
て
復
興
局
主
催
の
説

明
会
や
自
治
体
の
説
明
会
で

も
利
用
頂
い
て
い
ま
す
。
同

様
に
、
被
災
者
を
直
接
支
援

す
る
活
動
を
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
な
ど
の
団
体
の
方
に
も
利

用
し
て
頂
き
た
い
で
す
。

　

す
で
に
ロ
ー
ン
の
支
払
い

猶
予
を
受
け
た
り
条
件
変
更

契
約
を
し
て
い
て
も
、
遅
く

は
あ
り
ま
せ
ん
。
少
し
で
も

早
く
利
用
す
れ
ば
減
免
額
が

多
く
な
る
可
能
性
が
高
い
で

す
し
、
ロ
ー
ン
の
問
題
を
解

決
し
な
い
と
高
台
移
転
等
へ

支
障
を
き
た
す
場
合
も
あ
り

ま
す
。
動
画
が
１
人
で
も
多

く
の
人
の
目
に
ふ
れ
、
被
災

者
の
方
々
の
生
活
再
建
に
つ

な
が
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

生
産
活
動
が
支
え
る
割
合
は
ま

だ
ま
だ
低
い
と
言
え
る
。

　

Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
は
、
復
興
予
算
で

行
わ
れ
た
事
業
に
対
す
る
評
価

の
重
要
性
を
唱
え
る
。
ま
た
評
価

の
観
点
と
し
て
斉
藤
徹
史
主
任
は

「
予
算
の
消
化
率
な
ど
「
事
業
が

実
施
さ
れ
た
か
」

で
は
な
く
、「
事

業
の
目
的
が
果

た
さ
れ
た
の
か
」

「
効
果
が
あ
っ
た

の
か
」
と
い
う
ア

ウ
ト
カ
ム
を
重

視
し
て
い
る
。」

と
い
う
。
ま
ち

お
こ
し
や
人
材

育
成
な
ど
、
事

業
に
よ
っ
て
は
効

果
を
測
り
づ
ら

い
も
の
も
あ
る

が
、
た
と
え
ば

地
域
住
民
の
満

足
度
調
査
な
ど

踏
み
込
ん
だ
評

価
を
行
う
こ
と
で
、
次
年
度
予
算

の
効
率
的
配
分
と
執
行
に
つ
な
が

る
可
能
性
も
高
い
。
事
業
の
適
正

な
評
価
が
、
地
域
の
総
合
的
な

復
興
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し

た
い
。

「人々の活動状況」指数を構成する個別指標の状況
状　況 該当指標

青果物卸売市場取引量
診療報酬支払額
公共工事請負金額

2011 年までに
震災前水準を
回復

大型小売店販売額
地方空港乗降客数
地方空港貨物取扱量
有効求職者数

震災前水準には
未到達

水揚量
鉱工業生産指数
大口電力使用量
着工新設住宅戸数

岩手

（回復）

横ばい

横ばい
改善
改善
改善
改善
横ばい

宮城

（回復）

改善
悪化

改善
改善
改善
改善
横ばい

福島

改善

改善
改善
改善
改善
横ばい

事業所倒産件数（件数過小のため、「震災前水準」を設定せず）その他

震災前水準には
未到達

（注）各県の状況は、2011年10 ～12月期と2012年1～3月期を比較した結果で総評したもの。この3か月において震災前水準に達したものを「回復」とし、
　　それ以外については、「改善」「横ばい」「悪化」の3つで評した。なお、「　　」が記されているものは、2011年 10 月時点で既に回復していたものであり、両
　　時点間の比較によって指数への寄与が測れてないことを示す。

消費活動、
公共事業、
雇用など

産業活動
など

小口  幸人さん
宮古ひまわり基金法律
事務所

制度説明動画ＵＲＬ：
http://youtu.be/7B_
wuQMwIbo
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後
、
町
の
木
を
使
っ
て
木
造
の

仮
設
住
宅
を
93
棟
建
設
。
結
露

が
出
に
く
い
な
ど
の
効
果
も
あ

る
と
い
い
、
町
の
Ｐ
Ｒ
資
源
と

し
て
昨
年
多
く
の
県
外
の
展
示

会
な
ど
で
発
表
の
機
会
が
あ
っ

た
と
言
う
。

　
後
述
の
森
林
保
全
団
体

「m
ore trees

」
と
の
提
携
が

仮
設
住
宅
へ
の
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー

ブ
提
供
へ
と
つ
な
が
っ
た
通
り
、

町
外
と
の
つ
な
が
り
に
よ
る
可

能
性
の
広
が
り
は
大
き
い
。「
ペ

レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
に
よ
り
ペ
レ
ッ

ト
需
要
は
伸
び
て
い
ま
す
。
成

長
分
野
と
し
て
期
待
し
た
い
」

伊
藤
さ
ん
の
言
葉
の
通
り
と
な

る
か
、
今
後
に
注
目
し
た
い
。

も
担
う
。

　
昨
年
３
月
に
は
、
震
災
の
復

興
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「Life311
」
を
立
上
げ
、
林
業

が
盛
ん
だ
っ
た
岩
手
県
住
田
町

の
支
援
を
開
始
。
現
在
の
と
こ

ろ
、
住
田
町
の
木
材
を
使
っ
た

仮
設
住
宅
の
建
設
費
約
１
億
２

０
０
０
万
円
、
木
質
燃
料
の
ペ

レ
ッ
ト
を
利
用
す
る
ペ
レ
ッ
ト
ス

ト
ー
ブ
90
台
を
提
供
し
た
。

　
目
的
は
地
域
経
済
の
活
性
化

に
あ
る
。
ス
ト
ー
ブ
は
１
台
20

万
円
と
高
額
だ
が
、
燃
料
と
な

る
木
質
ペ
レ
ッ
ト
の
価
格
は
灯

油
と
大
差
な
い
。
さ
ら
に
現
地

の
木
材
か
ら
生
成
さ
れ
た
ペ

レ
ッ
ト
を
利
用
す
れ
ば
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
に
も
貢
献

で
き
、
さ
ら
に
地
域
経
済
の
循

環
に
寄
与
で
き
る
と
考
え
た
。

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
分
野
で
は

風
力
や
地
熱
発
電
が
注
目
さ
れ

て
い
る
が
、
事
務
局
長
・
水
谷

伸
吉
さ
ん
は
「
地
元
の
木
材
が

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
る
こ
と
を
知
っ

て
も
ら
え
た
ら
」
と
語
る
。

　
利
用
者
か
ら
は
「
煙
が
出
な

く
て
安
全
」「
燃
料
が
小
さ
く

て
置
き
場
所
に
困
ら
な
い
」
と

い
う
声
も
挙
が
っ
て
お
り
、
産

業
や
経
済
面
の
み
な
ら
ず
、
商

品
と
し
て
の
価
値
も
浸
透
し
つ

つ
あ
る
。
住
田
町
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
シ
フ
ト
の
後
押
し
に
な
る

こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　
岩
手
県
住
田
町
は
町
面
積
の

約
９
割
に
あ
た
る
３
万
ヘ
ク

タ
ー
ル
が
森
林
で
、
豊
富
な
森

林
資
源
を
誇
る
。
人
口
約
６
千

人
の
地
域
経
済
は
、
林
業
を
中

心
に
回
っ
て
い
る
と
い
う
。

　「
林
業
を
と
り
ま
く
産
業
は

裾
野
が
広
く
、
雇
用
効
果
は
極

め
て
高
い
」

　
そ
う
語
る
の
は
、
地
元
産
業

を
50
年
以
上
育
て
続
け
た
三
陸

木
材
高
次
加
工
協
同
組
合
の
代

表
理
事
・
中
川
信
夫
さ
ん
だ
。

　
森
林
か
ら
木
を
伐
採
し
、
工

場
で
製
材
し
た
木
を
集
成
材
工

場
で
加
工
す
る
。
そ
の
後
プ
レ

カ
ッ
ト
工
場
で
必
要
な
大
き
さ

や
形
に
裁
断
し
た
建
材
を
、
住

宅
メ
ー
カ
ー
や
工
務
店
等
に
出

荷
す
る
。
い
く
つ
も
の
過
程
を

経
て
産
業
が
形
成
さ
れ
る
た
め
、

そ
の
規
模
は
最
終
売
上
の
５
倍

に
も
及
ぶ
と
い
う
。

　
こ
の
一
大
産
業
を
地
元
で
確

立
す
べ
く
、
住
田
町
は
昭
和
57

年
に
第
３
セ
ク
タ
ー
と
し
て
住

り
、
林
野
庁
も
昨
年
か
ら
「
地

域
材
供
給
倍
増
事
業
」
と
し
て

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用
拡
大

の
取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
る
。

今
年
７
月
に
は
再
生
エ
ネ
ル

ギ
ー
買
取
法
も
成
立
し
、
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
に
注
目
が
集

ま
っ
て
き
て
い
る
。

　
事
業
者
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
行
政
に

話
を
聞
い
た
。

め
て
い
る
の
が
、
森
林
資
源
を

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
代
え
る
取
組
み

だ
。
間
伐
や
工
場
で
生
ま
れ
る

残
材
や
切
粉
、
バ
ー
ク
と
呼
ば

れ
る
木
皮
な
ど
の
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
を
ボ
イ
ラ
ー
で
燃
や
す
等

し
て
熱
や
発
電
に
活
用
す
る
。

例
え
ば
経
済
産
業
省
は
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
、
バ
イ
オ
マ
ス
熱
利

用
等
の
導
入
を
行
う
事
業
者
に

対
す
る
補
助
制
度
を
行
っ
て
お

住
田
町
で
木
材
の
伐
採
業

を
営
ん
で
い
る
松
田
林
業
。

住
田
町
は
内
陸
部
に
あ
る
た
め

津
波
被
害
は
免
れ
た
も
の
の
、

そ
の
事
業
に
は
大
き
な
影
響
を

受
け
た
。
岩
手
県
で
は
、
県
内

素
材
生
産
量
の
う
ち
約
３
割
が

合
板
用
材
と
し
て
宮
古
市
・
大

船
渡
市
の
合
板
工
場
３
カ
所
に

供
給
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
ら

の
工
場
が
津
波
被
害
に
よ
り
操

業
を
停
止
、
合
板
用
材
の
流
通

が
滞
っ
た
。
ま
た
製
材
工
場
に

つ
い
て
は
71
カ
所
が
被
災
、
11

年
12
月
現
在
で
31
か
所
の
製
材

工
場
が
操
業
を
停
止
し
て
い
る

（
平
成
23
年
度
版
「
森
林
・
林

業
白
書
」
よ
り
）。
松
田
林
業

の
取
引
先
も
陸
前
高
田
な
ど
の

沿
岸
部
に
あ
り
、
多
く
が
再
建

を
断
念
し
た
こ
と
か
ら
売
上
は

３
〜
４
割
ダ
ウ
ン
。「
時
間
が

経
つ
に
つ
れ
、
ボ
デ
ィ
ー
ブ
ロ
ー

の
よ
う
に
き
い
て
き
た
」
と
取

締
役
の
松
田
昇
さ
ん
は
言
う
。

　
そ
こ
で
注
目
し
た
の
が
、
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
だ
。「
震
災
後
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
ク
ラ
イ
シ
ス
で
腹

を
く
く
り
ま
し
た
」
と
語
る
松

田
さ
ん
は
、
未
活
用
の
森
林
資

源
を
集
め
て
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
へ
活
用
す
る
取
り
組
み
を

開
始
し
た
。

　
木
材
は
そ
の
品
質
に
よ
り
、

主
に
家
の
柱
な
ど
に
使
わ
れ
る

Ａ
材
、
ベ
ニ
ヤ
や
集
成
材
な
ど

に
加
工
さ
れ
る
Ｂ
材
、
端
材
と

な
る
Ｃ
、
Ｄ
材
に
分
け
ら
れ
る
。

一
般
的
に
収
入
に
つ
な
が
ら
ず
、

文
字
通
り
「
山
に
捨
て
ら
れ
た

ま
ま
」
だ
っ
た
Ｃ
、
Ｄ
材
を
山

か
ら
町
中
へ
運
び
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
と
す
る
た
め
に
乾
燥
・

保
管
を
し
て
い
る
。

　
課
題
は
、
取
引
先
の
確
保
だ
。

こ
れ
ら
木
材
を
木
屑
に
砕
い
て

大
型
発
電
所
や
ボ
イ
ラ
ー
向
き

の
燃
料
を
生
成
す
る
こ
と
が
で

き
る
が
、
た
と
え
ば
発
電
所
を

ひ
と
つ
建
設
す
る
に
も
数
十
億

円
単
位
の
コ
ス
ト
が
か
か
る
こ

と
も
あ
り
、
簡
単
に
取
引
先
は

見
つ
か
ら
な
い
の
だ
と
い
う
。

　「
木
質
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ネ
ス

は
、
震
災
前
か
ら
取
り
組
み
た

い
と
思
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
風

潮
が
な
か
っ
た
。
今
は
風
潮
は

生
ま
れ
た
の
に
発
電
所
な
ど
の

大
型
取
引
先
は
ま
だ
な
い
。
ま

ず
は
ボ
イ
ラ
ー
を
保
有
す
る
老

人
ホ
ー
ム
や
ホ
テ
ル
な
ど
、
小

規
模
事
業
所
か
ら
開
拓
し
て
い

こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
松

田
さ
ん
。

　
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
用
の
木
材

は
、
既
に
６
０
０
ト
ン
も
確
保

し
て
い
る
。
現
在
含
水
率
を
下

げ
る
た
め
の
乾
燥
行
程
で
、
秋

か
ら
冬
に
は
出
荷
で
き
る
と
い

う
。
供
給
先
も
見
え
な
い
中
、

住
田
町
は
、
２
０
０
０
年

に
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ

ジ
ョ
ン
を
策
定
。「
森
林
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
ま
ち
の
実
現
」
を
基
本

理
念
に
据
え
、
以
来
継
続
し
て

町
内
へ
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ

ル
ギ
ー
施
設
の
導
入
を
進
め
て

来
た
。
昨
年
度
ま
で
で
合
計
１

57
の
ペ
レ
ッ
ト
（
お
が
粉
や
か

ん
な
く
屑
な
ど
を
圧
縮
さ
せ
て

つ
く
る
固
形
燃
料
）
ス
ト
ー
ブ

と
２
台
の
ボ
イ
ラ
ー
、
１
台
の

発
電
施
設
を
一
般
家
庭
や
公
共

施
設
な
ど
に
導
入
し
た
。

　
ま
た
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の

大
き
な
供
給
先
と
し
て
期
待
さ

れ
て
い
る
の
は
、
来
年
度
に
着

工
予
定
の
住
田
町
の
新
庁
舎
だ
。

林
野
庁
の
「
公
共
建
築
物
木
材

利
用
促
進
法
」
に
則
り
建
設
さ

れ
る
も
の
で
、「
発
電
ま
で
行
う

か
は
未
定
」
と
の
こ
と
だ
が
、

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
を
活
用
す
る

ボ
イ
ラ
ー
を
設
置
し
、
発
熱
及

び
地
域
熱
へ
の
活
用
を
試
み
る
。

　
そ
の
う
え
で
住
田
町
の
伊
藤

さ
ん
は
「
町
の
Ｐ
Ｒ
や
外
部
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
も

力
を
入
れ
た
い
」
と
語
る
。
内

陸
部
に
あ
っ
た
住
田
町
は
震
災

音
楽
家
の
坂
本
龍
一
氏
が
中

心
と
な
り
07
年
に
設
立

さ
れ
た
森
林
保
全
団
体

「m
ore trees

」
は
、
行
政
や

森
林
組
合
と
の
協
力
の
も
と
、

全
国
11
の
地
域
で
木
を
間
引
く

「
間
伐
」
を
推
進
し
て
い
る
。

ま
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
プ
ロ
ダ
ク
ト

の
開
発
・
販
売
や
、
カ
ー
ボ
ン

オ
フ
セ
ッ
ト
の
推
進
に
よ
り
、

都
市
と
森
林
を
つ
な
げ
る
役
割

宅
メ
ー
カ
ー
を
設
立
。
さ
ら
に

プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
、
集
積
材
工

場
、
製
材
工
場
を
順
次
設
立
し
、

川
上
か
ら
川
下
ま
で
の
循
環
体

制
を
築
い
た
。

　
し
か
し
日
本
の
木
材
需
要
は

１
９
７
３
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少

傾
向
に
あ
る
一
方
、
大
型
イ
ン

フ
ラ
を
必
要
と
す
る
装
置
産
業

で
あ
る
林
業
は
、
安
定
経
営
の

た
め
に
一
定
規
模
の
需
要
を
必

要
と
す
る
。
そ
の
う
え
、
海
外

か
ら
の
輸
入
木
材
に
よ
り
コ
ス

ト
競
争
は
激
化
。「
生
産
性
向

上
や
コ
ス
ト
削
減
の
経
営
努
力

に
よ
り
、
利
益
を
創
出
し
て
い

る
」
と
前
出
の
中
川
さ
ん
が
語

る
背
景
に
は
、
震
災
前
か
ら
の

厳
し
い
業
界
環
境
が
見
て
取
れ

る
。

　
こ
う
し
た
中
で
国
が
推
し
進

町
内
６
社
あ
る
と
い
う
伐
採
業

者
で
こ
の
事
業
に
取
り
組
み
始

め
た
の
は
現
状
で
松
田
林
業
の

み
。
林
業
の
革
新
と
な
る
一
歩

を
踏
み
出
せ
る
か
。

東
日
本
大
震
災
は
、
沿
岸
部
に
あ
っ
た
木
材
加
工
・
流
通
施
設
の
津
波
浸
水
な
ど
、
主
に
東
北
３
県
の
林
業
・
木
材
産
業
に

も
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。一
方
、
原
発
事
故
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
へ
の
感
心
の
高
ま
り
も
受
け
、
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
を
中
心
と
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
体
制
の
構
築
へ
の
動
き
が
高
ま
っ
て
い
る
。
林
業
を
基
幹
産
業
に
据
え
、
震
災
後
は
木
材

を
利
用
し
た
仮
設
住
宅
を
建
設
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
活
用
も
進
め
る
岩
手
県
住
田
町
の
取
り
組
み
を
追
っ
た
。

岩
手
県
住
田
町
の
挑
戦

住田町で配給されたペレットストーブ

三陸木材高次加工行動組合

の中川代表理事

有限会社松田林業　取締役

松田昇さん

住田町産業振興課
副主幹 

伊藤愛さん

製材所

NPO

行政

事業者

木皮（バーク）

木材加工施設の
冷暖房

地位域の冷暖房
ハウス栽培の
暖房

地域の湯の
提供

森林組合
素材業（協）

残材

木質バイオマスエネルギー

ラミナ乾燥・木材の乾燥

木材加工施設への電力供給（発電）

木材加工施設

残材・切粉木皮（バーク） 残材 残材・切粉

ラミナ乾燥・木材の乾燥

木材加工施設への電力供給（発電）

木材加工施設の

［木質バイオマス利用可能性フローチャート］

2
ＰＲや外部ネットワークで
成長を後押し
「バイオマス需要の
増加に期待」

1

3
未活用木材を集めて
エネルギー資源へ
「資源も風潮もある。
活用先の拡大を」

９０台の
ペレットストーブを提供
「地元の木材がエネルギーに
なることを知ってもらいたい」
一般社団法人
more trees　事務局長　 

水谷伸吉さん

需
要
が
頭
打
ち
の

林
業
と

木
質
バ
イ
オ
マ
ス

活
用
へ
の
取
り
組
み

［住田町の林業循環型システム］

●

情報
●

コストの削減
●

共に勝者

施主様

ハウスメーカー
工務店

集成材工場
商社・市場

製材工場
ラミナ工場

農林組合
素材業者

プレカット工場

農林所有者
川下 川上

特集

林
業
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
明
日
を
考
え
る



　
「
東
京
に
進
む
ぞ
！
」「
仙

台
に
戻
し
て
ー
！
」

　

福
島
県
須
賀
川
市
の
伝
統

行
事
『
松
明
（
た
い
ま
つ
）

あ
か
し
』
の
会
場
で
は
、
こ

う
い
っ
た
掛
け
声
を
頻
繁
に

耳
に
す
る
。
他
に
も
「
新

潟
」
や
「
い
わ
き
」
と
い
う

地
名
も
聞
く
こ
と
が
で
き
、

何
事
か
と
不
思
議
に
思
う
。

　

松
明
あ
か
し
は
日
本
三
大

火
祭
り
の
一
つ
で
毎
年
11
月

の
第
２
土
曜
日
に
開
催
さ
れ

る
。
お
よ
そ
４
２
０
年
前
の

天
正
17
年
（
１
５
８
９
年
）

に
奥
州
の
覇
者
・
伊
達
政
宗

に
攻
め
滅
ぼ
さ
れ
た
須
賀
川

城
城
主
二
階
堂
家
の
霊
を
松

明
に
火
を
点
し
て
弔
っ
た
事

か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。

　

現
在
の
松
明
は
全
長
10

メ
ー
ト
ル
、
直
径
２
メ
ー
ト

ル
、
重
さ
３
ト
ン
の
大
松
明

や
、
一
回
り
小
さ
い
姫
松
明

な
ど
約
30
本
の
松
明
が
作
成

さ
れ
る
。

　
「
松
明
あ
か
し
の
魅
力
は

人
が
松
明
を
作
り
、
人
の
力

で
運
び
、
人
の
力
で
立
て
、

人
が
火
を
つ
け
る
こ
と
で
す
」

と
「
松
明
を
も
り
た
て
る

会
」
の
佐
藤
会
長
は
語
る
。

　

竹
で
作
っ
た
骨
組
み
に
大

量
の
乾
燥
し
た
カ
ヤ
を
詰
め
、

松
明
は
作
ら
れ
る
。
こ
の
松

明
を
市
内
の
大
通
り
を
神
輿

の
様
に
し
て
運
ぶ
。
一
番
大
き

な
大
松
明
は
持
ち
上
げ
る
の
に

１
５
０
名
以
上
の
運
び
手
が
必

要
に
な
る
。

　

市
内
を
練
り
歩
い
た
後
、
会

場
の
五
老
山
ま
で
運
び
、
人
の

手
だ
け
で
松
明
を
立
て
る
。

　

３
ト
ン
の
松
明
を
人
の
力
だ

け
で
運
び
、
立
て
る
事
は
、
一

つ
の
間
違
い
が
事
故
に
繋
が
る

た
め
、
１
５
０
名
が
的
確
な
指

示
で
同
じ
動
き
を
す
る
必
要
が

あ
る
。

　

こ
の
時
の
動
き
方
の
指
示
で

使
わ
れ
る
の
が
、
冒
頭
で
紹
介

し
た
４
つ
の
地
名
だ
。
須
賀
川

市
か
ら
見
て
北
が
「
仙
台
」、

南
が
「
東
京
」
で
、
東
が
「
い

わ
き
」、
西
が
「
新
潟
」
と
な

る
。
指
示
す
る
際
、
方
角
よ
り

も
、
地
名
を
使
う
方
が
地
元
の

人
に
と
っ
て
は
直
感
的
で
分
か

り
や
す
い
の
だ
と
言
う
。

　

全
て
の
松
明
が
立
て
ら
れ
る

頃
、
日
は
暮
れ
、
巨
大
な
松
明

が
神
秘
的
に
夜
空
に
浮
か
び
上

が
る
。
須
賀
川
城
本
丸
跡
に
建

て
ら
れ
た
二
階
堂
神
社
か
ら
御

神
火
が
運
ば
れ
、
登
り
手
が
大

松
明
を
よ
じ
登
り
火
が
つ
け
ら

れ
る
。
燃
え
上
が
る
松
明
の
勇

壮
な
光
景
は
訪
れ
た
見
物
客
を

魅
了
す
る
。

　

今
年
の
松
明
あ
か
し
は
11
月

10
日
に
開
催
。
燃
え
上
が
る
鎮

魂
の
松
明
を
楽
し
む
と
と
も
に
、

大
声
で
呼
ば
れ
る
各
地
の
地
名

に
耳
を
傾
け
て
み
て
は
い
か
が

だ
ろ
う
か
。

取
材
・
文
／
西
名
清
蔵
（
ふ
く
し

ま
観
光
ジ
ャ
ー
ナ
ル
）

「松明あかし」で勇壮に燃え上がる巨大な松明

日
本
三
大
火
祭
り
「
松
明
あ
か
し
」
で

聞
こ
え
て
く
る
地
名
と
は
？

　

安
全
で
安
心
な
街
づ
く
り

に
は
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
一

部
で
あ
る
医
療
や
福
祉
の
充

実
が
不
可
欠
で
あ
る
。
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
整
備

が
求
め
ら
れ
て
い
る
今
、
高

齢
者
の
多
い
地
域
で
は
、
医

療
施
設
や
社
会
福
祉
施
設
の

必
要
性
は
特
に
高
い
。

　

宮
城
県
石
巻
市
雄
勝
町
は
、

町
内
唯
一
の
病
院
で
あ
っ
た

市
立
雄
勝
病
院
が
震
災
で
全

壊
し
、
無
医
・
無
歯
科
医
地

区
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
人
口

は
震
災
前
の
３
分
の
１
に
な

り
、
専
門
職
を
担
う
人
材
も

減
少
し
た
。
し
か
し
、
地
元

の
医
療
関
係
者
の
熱
心
な
誘

致
活
動
も
あ
り
、
昨
年
９
月

に
念
願
の
診
療
所
が
開
設
さ

れ
、
大
阪
市
か
ら
医
師
の
小

倉
健
一
郎
氏
が
着
任
し
た
。

そ
の
後
、
今
年
６
月
に
は
歯

　

全
国
社
会
福
祉
協
議
会
の

発
表
に
よ
る
と
、
今
年
８
月

に
稼
働
し
た
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
者
数
は
、
前
月

比
８
３
０
０
増
の
２
万
９
８

０
０
人
と
な
っ
た
。
夏
休
み

科
診
療
所
も
開
設
さ
れ
、
長

野
県
か
ら
歯
科
医
師
の
河
瀬

聡
一
朗
氏
が
着
任
し
た
。
２

人
は
、
震
災
直
後
か
ら
被
災

地
で
医
療
支
援
を
行
っ
て
お

り
、
今
回
雄
勝
町
の
医
療
再

建
を
目
的
に
石
巻
市
に
移
住

し
た
。

　

雄
勝
歯
科
診
療
所
所
長
の

河
瀬
氏
は
、「
震
災
か
ら
１

年
３
ヶ
月
の
間
、
定
点
で
の

歯
科
診
療
が
な
か
っ
た
た
め
、

来
所
さ
れ
る
患
者
さ
ん
の
口

の
中
は
ひ
ど
い
状
態
。
よ
く

こ
こ
ま
で
我
慢
を
さ
れ
て
い

た
な
と
思
う
患
者
さ
ん
ば
か

り
で
す
」
と
言
う
。

　

口
の
中
が
不
衛
生
に
な
る

と
、
む
し
歯
や
歯
周
病
な
ど

が
進
行
す
る
だ
け
で
な
く
、

全
身
疾
患
を
引
き
起
こ
す
可

能
性
が
あ
る
。
特
に
飲
み
込

む
機
能
や
咳
を
し
て
吐
き
出

す
力
の
衰
え
た
高
齢
者
は
、

口
の
中
の
細
菌
が
誤
っ
て
気

　
「
石
巻
医
療

圏　

健
康
・
生

活
復
興
協
議
会

（
代
表
：
武
藤

真
祐
）」（
以
下
、

Ｒ
Ｃ
Ｉ
）
は
、

９
月
11
日
に
在

宅
被
災
世
帯
状

況
の
報
告
会
の

中
で
、
在
宅
避

難
者
の
生
活
と

心
の
病
に
関
す

る
デ
ー
タ
を
発

表
し
た
。
２
０

１
２
年
４
月
１

日
か
ら
８
月
31

日
の
間
に
、
戸

別
訪
問
の
聞
き

取
り
調
査
を

行
っ
た
石
巻
医

療
圏
の
５
４
４

１
世
帯
の
う
ち
、

２
１
０
３
世
帯

か
ら
回
答
を
得

て
い
る
。

　

調
査
で
ク
ロ

ス
集
計
を
行
い
、

た
と
え
ば
「
頼

れ
る
人
の
有

無
」
に
関
す
る

回
答
ご
と
に
ど

の
く
ら
い
の
割

合
で
「
生
き
る

希
望
が
な
い
」

効
果
も
あ
り
、
昨
年
５
月
を

ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
に
あ
っ
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
数
が
、
約
半
年

ぶ
り
に
大
幅
増
と
な
っ
た
形
だ
。

こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
数
増
加
の

も
う
ひ
と
つ
の
要
因
と
し
て
、

夏
祭
り
の
効
果
が
あ
っ

た
と
見
ら
れ

て
い
る
。　

　

８
月
11

日
、
被
災
地
13
カ
所
に

て
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
ニ
ッ

ポ
ン
が
主
催
す
る
花
火

大
会
が
行
わ
れ
た
。
東

北
の
夜
空
が
大
小
様
々

な
花
火
で
彩
ら
れ
、
各

地
で
上
げ
ら
れ
る
合
計

３
万
発
の
花
火
を
約
４

万
人
が
見
上
げ
た
。
今

管
か
ら
肺
に
入
る
こ
と
で

発
症
す
る
、
誤
嚥
性
（
ご

え
ん
せ
い
）
肺
炎
の
危
険

性
が
高
い
。
阪
神
・
淡
路

大
震
災
で
は
、
２
０
０
０

年
５
月
24
日
付
け
神
戸
新

聞
に
よ
る
と
、
災
害
関
連

死
の
死
因
第
1
位
は
肺
炎

（
24
・
２
％
）
で
、
そ
の

多
く
は
誤
嚥
性
肺
炎
で

あ
っ
た
。

　

ま
た
、
厚
生
労
働
省
が
発
表

し
た
昨
年
の
死
因
順
位
に
よ
る

と
、
こ
れ
ま
で
４
位
で
あ
っ
た

肺
炎
が
３
位
に
な
り
、
肺
炎
に

よ
る
死
因
が
年
々
増
え
続
け
て

い
る
。
高
齢
者
の
肺
炎
の
8
割

が
、
誤
嚥
性
肺
炎
と
言
わ
れ
て

お
り
、
口
内
の
清
潔
を
保
つ
こ

と
は
重
要
な
予
防
策
の
一
つ
で

あ
る
。

　

東
日
本
大
震
災
で
被
害
の

あ
っ
た
地
域
は
高
齢
者
が
多
く
、

震
災
前
か
ら
過
疎
化
が
深
刻
で

あ
っ
た
が
さ
ら
に
過
疎
が
進
み
、

の
回
答
者
が
い
た
か
を
比
較
。

そ
の
比
較
結
果
に
３
％
以
上
の

差
異
が
あ
る
場
合
は
「
関
連
あ

る
要
素
」
と
定
義
し
て
い
る
。

「
頼
れ
る
人
が
い
な
い
」
と
回

答
し
た
人
の
う
ち
24
％
が
「
生

き
る
希
望
が
な
い
」
と
も
回
答
。

ま
た
、「
頼
れ
る
人
が
い
る
」

の
回
答
者
の
う
ち
「
生
き
る

希
望
が
な
い
」
と
答
え
た
人

は
６
％
と
い
う
結
果
を
得
ら

れ
た
。
こ
れ
は
頼
れ
る
人
の

有
無
が
、
生
き
る
希
望
の
有

無
に
影
響
す
る
と
い
う
こ
と

を
示
唆
し
て
い
る
。

　

関
連
性
の
あ
る
要
素
を
（
図

１
）
に
ま
と
め
た
。
こ
れ
ら
の

年
度
、（
株
）
近
畿
日
本
ツ
ー

リ
ス
ト
は
大
会
に
合
わ
せ
て
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ツ
ア
ー
を
企
画
、

全
国
か
ら
延
べ
約
80
名
が
参
加

し
た
。「
主
役
は
地
元
の
人
々

た
ち
。
あ
く
ま
で
旅
行
会
社
も

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ツ
ア
ー
参
加
者

も
黒
子
に
徹
す
る
。
そ
ん
な
中
、

地
元
の
人
た
ち
と
一
つ
の
こ
と
に

向
か
っ
て
行
事
に
取
り
組
む
と

い
う
こ
と
が
自
然
な
交
流
を
生

ん
だ
。
そ
し
て
そ
の
思
い
は
そ

の
土
地
や
人
々
へ
の
愛
着
心
を

育
み
、「
風
化
す
る
震
災
」
に

歯
止
め
を
か
け
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。」
と
同
社
企
画
担
当

の
石
井
氏
は
語
る
。

　

宮
城
県
石
巻
市
雄
勝
町
に
て

復
旧
・
復
興
に
は
地
元
の
力
だ

け
で
は
難
し
く
な
っ
て
い
る
の
が

現
状
だ
。
医
療
や
福
祉
の
現
場

に
お
い
て
も
、
例
外
で
は
な
い
。

被
災
し
た
医
療
機
関
の
8
〜
9

割
は
復
旧
し
た
と
言
わ
れ
て
い

る
が
、
現
実
は
、
仮
設
診
療
所

で
あ
っ
た
り
、
医
療
従
事
者
が

不
足
し
て
い
る
と
い
う
問
題
が

あ
る
。
減
少
し
て
し
ま
っ
た
医

療
従
事
者
を
他
府
県
か
ら
補
充

す
る
と
い
っ
た
人
的
支
援
や
、

被
災
し
た
医
療
機
関
再
開
の
た

め
の
物
的
支
援
お
よ
び
経
済
的

支
援
、
さ
ら
に

は
治
療
中
心
の

医
療
か
ら
予
防

中
心
の
医
療
の

拡
大
が
求
め
ら

れ
る
。
震
災
で

助
か
っ
た
い
の
ち

を
守
る
た
め
に
、

そ
し
て
被
災
地

が
復
興
へ
進
む
た

め
に
、
今
後
も

あ
ら
ゆ
る
面
に
お

い
て
、
支
援
が
必

要
で
あ
ろ
う
。

結
果
は
「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ

作
り
」
や

「
住
民
が

困
っ
た
と
き

の
外
の
専
門

家
へ
の
橋
渡

し
」
の
重
要

性
を
改
め
て

明
示
し
て
い

る
。

　

こ
れ
ら
の

結
果
は
も
ち

ろ
ん
石
巻
の

み
な
ら
ず
、

多
く
の
地
域

で
も
共
通
す
る
だ
ろ
う
と
推
察

さ
れ
て
い
る
。
支
援
者
お
よ
び

支
援
団
体
は
、
こ
う
い
っ
た
項

目
は
、
自
死
の
危
険
因
子
と
し

て
認
識
す
る
と
良
い
。
ま
た
、

同
月
14
日
に
行
わ
れ
た
灯
籠
流

し
に
お
い
て
は
、
東
京
を
中
心

に
全
国
各
地
か
ら
訪
れ
た
20
代

を
中
心
と
す
る
有
志
が
、
町
民

と
協
力
し
灯
籠
を
作
成
し
た
。

震
災
以
前
に
４
０
０
０
人
だ
っ

た
同
町
の
人
口
は
現
在
４
分
の

１
ま
で
に
減
少
し
、
深
刻
な
人

手
不
足
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
。

伝
統
行
事
で
あ
る
灯
籠
流
し
も

「
町
民
だ
け
で
の
開
催
は
困
難

だ
っ
た
」
と
言
う
が
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
協
力
も
あ
り
当
日
は

約
２
０
０
０
個
の
灯
籠
が
夜
の

雄
勝
湾
に
浮
か
ん
だ
。
今
回
参

加
し
た
東
京
在
住
の
大
学
生
の

一
人
は
、「
支
援
を
し
て
い
る
と

い
う
よ
り
、
町
の
行
事
に
参
加

「
祭
り
」
が
人
々
の
心
を
つ
な
ぐ を

さ
せ
て
頂
い
て
い
る
感
覚
。

そ
ん
な
場
所
が
東
北
に
で
き
た

こ
と
は
、
何
よ
り
幸
せ
な
こ
と

だ
。
今
後
も
こ
の
地
を
定
期
的

に
訪
れ
、
町
の
人
と
共
に
盛
り

上
げ
て
い
き
た
い
。」
と
話
す
。

被
災
地
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
関

係
性
に
も
変
化
が
見
て
取
れ
る
。

　

復
興
現
場
に
お
い
て
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

減
少
は
大
き
な
課

題
だ
。
ま
た
交
流

人
口
拡
大
の
重
要
性
も

各
地
で
多
く
耳
に
す
る
。

祭
り
を
始
め
と
し
た
伝

統
行
事
は
、
訪
問
の
き
っ

か
け
と
な
る
と
と
も
に
、

そ
の
場
で
生
ま
れ
る
地

域
・
人
と
の
「
つ
な
が

り
」
の
想
い
は
再
訪
の
大

き
な
動
機
づ
け
と
な
る
。

単
純
労
働
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ニ
ー
ズ
が
落
ち
着
く
中
、
今

後
は
伝
統
行
事
な
ど
を
中
心

と
し
た
「
共
同
作
業
」
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
確
保
、
交
流
人
口

拡
大
の
カ
ギ
が
あ
る
の
か
も
し

れ
な
い
。

交
流
人
口
拡
大
に
夏
祭
り
が
効
果
あ
り

口
内
の
不
衛
生
が
肺
炎
に
も　

歯
科
医
療
の
重
要
性

心
の
病
の
原
因

収
入
・
就
業
・
住
環
境
よ
り
も

運
動
機
会
や
頼
れ
る
人
が
必
要

コミュニティ形成の
重要性が浮き彫りに

ＲＣＩ調査

心
の
健
康
状
態
を
調
べ
る
簡
易

指
標
の
「
Ｋ
６
」(

図
２)

に
も

そ
の
相
関
が
認
め
ら
れ
て
い
る

の
で
、
こ
う
い
っ
た
指
標
を

使
っ
て
判
断
し
て
い
く
の
も
良

い
だ
ろ
う
。
改
め
て
調
査
と
い

う
形
が
取
り
づ
ら
い
場
合
も
、

日
常
会
話
の
中
で
「
よ
く
眠
れ

て
い
ま
す
か
？
」「
外
に
出
て

ま
す
か
？
」「
困
っ
た
と
き
に

相
談
で
き
る
人
は
い
ま
す

か
？
」
な
ど
の
声
が
け
を
通
し

て
、
心
の
ケ
ア
が
必
要
な
人
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
。

　

ま
た
、
一
方
で
、(

図

１)

に
あ
る
よ
う
に
「
住

環
境
の
状
況
（
住
宅
に
危

険
な
箇
所
が
あ
る
か
ど
う

か
、
損
壊
状
況
の
程
度
）」

と
「
生
き
る
希
望
の
有

無
」
の
間
に
関
連
は
認
め

ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、

同
様
に
、「
世
帯
・
個
人

の
職
業
・
収
入
の
状
況

（
収
入
の
変
化
や
無
職
で

あ
る
こ
と
）」
と
「
生
き

る
希
望
の
有
無
」
に
も
関

連
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

心
の
病
に
関
し
て
は
、
物

質
的
な
要
因
よ
り
も
、
精

神
面
な
要
因
が
大
き
く
影

響
し
て
お
り
、
地
域
で
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
や
心

の
ケ
ア
の
重
要
性
が
改
め

て
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
と

言
え
る
。

ボランティアの協力のもと作成された灯籠

約２０００個の灯籠が雄勝湾に浮かんだ

雄勝歯科診療所。歯科医師 1名、歯科衛生士 1名、
歯科助手 2名体制で往診も行う

全身麻酔や静脈内鎮静を行う設備が整っている

リレー連載 ⑧

福
島

休廃止等の理由（件数）
宮城県沿岸部*1 岩手県沿岸部*2

医師・歯科医師死亡
市町内の他院へ勤務中
市町外の地区に勤務中
元いた市町内で再開準備中
不明・連絡不通
廃業 ,その他
合計

11
9
13
1
6
5

8
3
2
4
2
9

45 28
*1 2012 年 9 月 11 日現在 宮城県発表 *2 2012 年 3 月 11 日現在 岩手県発表

神経過敏に感じましたか
絶望的だと感じましたか
そわそわ、落ち着かなく感じましたか
気分が沈み込んで、何が起こっても気が晴れないように感じましたか

自分は価値のない人間だと感じましたか

5 段階に分けられ、それぞれの回答で点数が異なる。

※ K6 の合計点数が 13 点以上だと「重症、要注意」とされている。
‒石巻市では、9 点を基準としている。

※ 協議会での取り扱い
‒K6 による合計点ではなく、その他のリスク要因と合わせた
 独自の判断基準によりこころのケアサポート要否を判断している。

1. 全くない（0 点）
2. 少しだけ（1 点）
3. ときどき（2 点）
4. たいてい（3 点）
5. いつも （4 点）

何をするのも骨折りだと感じましたか

（図2） 「K6」 こころの健康状態を調べるテスト
質問項目 6 つ

回　答

関連ありと思われる要素

・独居
・65 歳以上の高齢独居

関連なしと思われる要素

・外出の機会の有無
・普段の運動

・不眠の自覚症状
・初期認知症懸念のある症状

・頼れる人
・心の支え
・世帯に介護・世話が
　必要な人がいるか
・希求行動ができそうか

（図 1） 心の病との関連性

独　居

運　動

・損壊状況が心に深刻な
　ストレスを与えるかどうか

・収入変化
・無職であること

住環境

経済・就業状況

自覚症状

支え・交流

一般社団法人ワカツク
〒980-0023　仙台市青葉区北目町 4-7　HSG ビル 4 階
TEL ： 022-721-6180    FAX ： 022-721-6181  E-mail : info@wakatsuku.jp
http://www.wakatsuku.jp/

www.tohoku1000.jp

プロジェクト掲載のお問い合わせはWEBから

[ 概 要 ]  復興支援活動中の企業・団体様の情報発信・広報活動ツール
[ 費 用 ]  活動内容の掲載料は無料　（ご希望の団体様はお問い合わせください）
[ 特徴 1 ]  東日本大震災関連の復興支援プロジェクト ( ボランティア・営利活動問わず ) を掲載
[ 特徴 2 ]  プロジェクトを詳しく紹介（活動内容、プロジェクトの魅力、メンバー紹介、代表者一言）
[ 特徴 3 ]  活動テーマ、活動地域、応援ランキング、認定バッジ、フリーワードでの検索が可能
[ 特徴 4 ]  「応援するボタン」でプロジェクトを気軽に応援！ Facebook や Twitter とも連携
[ 目 標 ]  各団体と連携をしながら、2 年以内に 1000 個のプロジェクトを掲載

ポータルサイトがオープンしました

２０１２年（平成 24 年）9月 24 日 月曜日（復興 563 日目）　　東　北　復　興　新　聞（http://www.rise-tohoku.jp/）　　第 16号　（7） ２０１２年（平成 24 年）9月 24 日 月曜日（復興 563 日目）　　東　北　復　興　新　聞（http://www.rise-tohoku.jp/）　　第 16号　 （6）



●みやぎまるごとフェスティバル
今年で１３回目を迎える、宮城の食や工
芸の県産品を体感できるイベント。各市
町村の特産品販売、県内高校生によるス
テージも。【日時】１０月１３日（土）、
１４日（日）１０：００～【場所】宮
城県庁１階フロア、県庁前駐車場、勾当
台公園、市民広場【問い合わせ】みやぎ
まるごとフェスティバル実行委員会℡：
０２２（２１１）２８１５

●平成２４年度　災害ボランティアセン
ター運営中核者養成研修
災害ボランティアセンターを運営する
中核者の育成を目的とした研修。活動
報告やパネルディスカッション等。【日
時】１０月４日（木）１３：３０～
１６：００【場所】丸森まちづくりセン
ター【定員】１００名（無料）【問い合
わせ】みやぎボランティア総合センター

℡：０２２（２６６）３９５１【E-mail】
g090@miyagi-sfk.net

●ふくしま復興支援シンポジウム
『つながる・ふくしま』
今後の福島の持続的な支援活動に向け、
現状・課題の共有し、課題解決へ知恵を
出し合う。団体・個人のネットワークづ
くりの場にも。基調講演、テーマごとの
分科会、懇親会がある。【日時】１０月
２日（火）１１：００～１９：００【場
所】郡山市民文化センター集会室ほか【定
員】２００名（無料）【申し込み】ふくし
ま連携復興センターのＨＰから。 http://
f-renpuku.org

イベント情報は、東北復興新聞ＷＥＢ版
にも随時掲載しています。掲載ご希望の
方は press@h-u-g.jp まで。

１基１日４５０株

通
常
、
高
校
で
履
修
す
る
単
位

の
３
分
の
１
を
防
災
教
育
に
充

て
て
い
る
。

　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
素
晴
ら
し
い
。

熱
意
あ
る
先
生
に
支
え
ら
れ
、

多
彩
な
観
点
か
ら
社
会
の
防
災

力
を
上
げ
る
に
は
ど
う
す
れ
ば

よ
い
か
を
学
ぶ
。
地
学
の
教
師

が
、
地
震
や
台
風
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
を
教
え
、
英
語
教
師
が
海
外

の
防
災
事
情
を
原
文
を
読
み
解

き
、
ま
た
多
く
の
外
部
講
師
が

現
場
で
培
っ
た
知
恵
を
語
る
。

消
防
署
の
訓
練
を
体
験
し
、
地

元
の
避
難
訓
練
で
リ
ー
ダ
ー
を

務
め
、
お
年
寄
り
に
消
火
器
の

使
い
方
を
教
え
る
こ
と
も
あ
る
。

　

驚
嘆
し
た
の
は
生
徒
達
の
発

言
だ
。
自
分
で
考
え
、
発
表
す

る
こ
と
を
訓
練
さ
れ
て
い
る
の
で
、

何
を
聞
い
て
も
自
分
の
答
え
が

返
っ
て
く
る
。
こ
の
学
校
を
志
望

し
た
理
由
や
将
来
の
夢
は
も
ち

ろ
ん
、
障
害
者
の
防
災
に
つ
い
て

や
社
会
に
対
す
る
市
民
の
参
加

意
識
を
ど
う
す
れ
ば
上
げ
れ
る

か
な
ど
、
大
人
が
問
わ
れ
て
も

窮
す
る
よ
う
な
質
問
に
、
我
れ

先
に
と
手
を
挙
げ
て
答
え
て
い
く
。

　

こ
の
学
校
で
何
を
学
ん
だ

か
？
と
の
問
い
に
、
ひ
と
り
の
女

子
生
徒
が
「
生
き
て
い
る
こ
と
の
、

素
晴
ら
し
さ
で
す
」
と
答
え
た
。

命
は
尊
い
、
だ
か
ら
守
る
。
知

識
や
実
践
だ
け
で
な
く
、
ち
ゃ

ん
と
生
き
て
い
く
上
で
大
切
な
こ

と
を
学
ん
で
い
る
。
自
ら
の
高

校
時
代
を
顧
み
、
軽
い
敗
北
感

す
ら
感
じ
帰
京
し
た
。（
Ｔ
）

　

兵
庫
県
に
あ
る
県
立

舞
子
高
校
を
訪
ね
る
機

会
を
い
た
だ
い
た
。
こ

こ
は
全
国
で
唯
一
、
環

境
防
災
科
を
設
置
し
、

陸
前
高
田
市
・
酔
仙
の
「
雪
っ
こ
」、

10
月
出
荷
を
目
指
す

　

東
日
本
大
震
災
で
壊
滅
的
な

被
害
を
受
け
た
岩
手
県
陸
前
高

田
市
の
酔
仙
（
す
い
せ
ん
）
酒

造
。
そ
の
新
蔵
が
、
震
災
か
ら

約
１
年
５
ヶ
月
を
経
て
、
こ
の

８
月
、
隣
接
す
る
大
船
渡
市
に

オ
ー
プ
ン
し
た
。
酔
仙
酒
造
で

は
、
昨
年
夏
か
ら
一
関
市
に
あ

る
醸
造
施
設
を
借
り
受
け
、
製

造
を
再
開
し
て
い
た
。
国
の
補

助
金
等
を
受
け
て
、
今
年
３
月

か
ら
は
新
蔵
建
設
を
開
始
、
今

回
の
完
成
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

　
「
オ
ー
プ
ン
は
し
た
も
の
の
、

部
屋
の
使
い
方
や
、
新
し
く
導

入
し
た
機
械
の
動
か
し
方
な
ど
、

覚
え
る
事
や
微
調
整
が
ま
だ
ま

だ
残
っ
て
い
る
。
慣
れ
る
ま
で

は
大
変
」
と
、
酔
仙
酒
造
の
金

野
泰
明
さ
ん
は
オ
ー
プ
ン
後
の

今
を
語
る
。
と
は
い
え
、
従
業

員
が
陸
前
高
田
や
大
船
渡
か

ら
内
陸
ま
で
車
に
乗
り
合
わ
せ

て
通
っ
て
い
た
頃
と
比
較
す
れ

ば
、
仕
事
場
は
ぐ
っ
と
身
近
に

な
っ
た
。

　

酔
仙
で
は
ま
ず
、
自
慢

「
雪
っ
こ
」
の
仕
込
み
を
開
始
、

今
年
10
月
の
出
荷
を
目
指
す
。

10
月
以
降
は
、
震
災
前
の
７
割

程
度
の
品
目
に
は
な
る
が
、

「
雪
っ
こ
」
以
外
の
お
酒
の
仕
込

み
に
も
着
手
す
る
予
定
だ
。

　

新
蔵
は
大
船
渡
に
完
成
し
た

が
、
今
後
は
地
元
、
陸
前
高

田
へ
の
復
帰
も
目
指
し
て
い

る
。
事
務
所
や
倉
庫
等
は
陸

前
高
田
市
内
に
設
置
し
、
今

ま
で
通
り
「
陸
前
高
田
市
の

酔
仙
酒
造
」
と
し
て
操
業
を

続
け
て
い
く
方
針
だ
と
い
う
。

　

金
野
さ
ん
は
、「
本
当
に

こ
の
１
年
半
近
く
は
、
あ
っ

と
い
う
間
だ
っ
た
。
多
く
の

方
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、

誰
が
見
て
も
立
派
な
工
場
が

で
き
た
。
こ
の
新
し
い
立
派

完
成
し
た
新
蔵
で
の

新
た
な
酒
造
り

な
蔵
に
恥
じ
な
い
よ
う
に
、
ま

た
お
世
話
に
な
っ
た
人
に
感
謝

の
気
持
ち
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う

に
や
っ
て
い
き
た
い
」
と
静
か
に

こ
れ
か
ら
の
決
意
を
語
っ
た
。

　

新
し
い
蔵
で
生
ま
れ
た
酔
仙

の
お
酒
を
楽
し
め
る
日
を
、
心

待
ち
に
し
た
い
。

陸前高田市に突如現れる真っ白いドーム。グランパファームが展開
するこの先端植物工場では、８月よりレタスの出荷を開始している。

酔仙酒造の新工場／大船渡市猪川町

　
「
日
本
の
伝
統
工
芸
を
元
気

に
す
る
！
」
と
の
ビ
ジ
ョ
ン
を

掲
げ
る
奈
良
の
中
川
政
七
商
店

と
、
福
島
の
刺
し
子
織
り
の
三

和
織
物
が
出
会
っ
た
の
は
数
年

前
。「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ

プ
で
見
つ
け
た
、
と
て
も
魅
力

的
な
生
地
が
刺
し
子
織
り
で
し

た
。
三
和
織
物
さ
ん
に
直
接
お

手
紙
を
書
い
た
こ
と
が

始
ま
り
で
す
」
と
中
川

政
七
商
店
の
杉
浦
さ

ん
。
そ
れ
か
ら
、
多
く

の
商
品
を
共
に
生
み
出

し
て
き
た
。 

　

布
地
に
補
強
や
保
湿

効
果
を
与
え
る
た
め
に

糸
で
刺
し
縫
い
を
施
す
、

東
北
で
盛
ん
だ
っ
た「
刺

し
子
」。
そ
れ
を
機
械

織
り
に
応
用
し
た
「
刺

し
子
織
り
」
は
、
生
地

に
模
様
を
刺
し
な
が
ら

織
っ
て
い
く
の
で
、
と
て
も
手

間
暇
が
か
か
る
技
法
だ
。
三
和

織
物
は
被
災
し
一
時
工
房
を
離

れ
た
が
、
今
は
戻
り
「
仕
事
が

で
き
る
こ
と
が
嬉
し
い
」
と
意

欲
的
に
仕
事
を
再
開
し
て
い
る
。

　

そ
ん
な
中
、
中
川
政
七
商
店

が
始
め
た
、
売
上
げ
の
一
部
で

被
災
地
に
桜
の
木
を
植
え
る

「
春
を
と
ど
け
よ
う
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
に
参
加
し
た
。
三
和
織

物
が
織
り
上
げ
た
の
は
、
空
色

の
生
地
。
青
空
と
白
い
雲
を
連

想
さ
せ
る
布
地
に
は
、「
広
が
る

空
を
見
上
げ
る
こ
と
で
、
大
切

な
人
た
ち
と
の
つ
な
が
り
を
感

じ
ら
れ
る
よ
う
に
」
と
の
両
社

の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

■
空
色
刺
し
子
織
り
ス
リ
ッ
パ

３
５
０
０
円
（
税
抜
）
／
中
川

政
七
商
店

問
い
合
わ
せhttp://www.

yu-nakagawa.co.jp

大きく広がる空の青

空色刺し子織りスリッパ
中川政七商店
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